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  全体パネルトーク
     ・パネリスト

      原 島   博・山 口  真 美・茂 木  健 一 郎

     ・司 会

     頼 近  美 津 子

　頼近　まずは原島先生。山口先生と茂木先生の講演を聞かれた

感想からうかがってよろしいでしょうか。

　原島　山口さんは、大学院の学生の時から知っています。失礼な

がらまだまだ子供だと思っていたら、「おお、こんな大先生になった

んだ」という発見があって楽しかったです。

　茂木くんは、今までこういうまじめな話を聞いたことがなかった

 笑）。最初はともかく、２回目に会ったのは飲み屋。本郷にある飲み

屋でばったり会って。ほとんどがそういうおつき合いでしたが、去年

の12月に東大が主催したパネル討論にゲストとしてお呼びしました。

もうひとり、ホスト側に東大教授がいたのだけれど、その教授は自

分がホストだということをまったく忘れて、ゲストになってしまった。

茂木くんは、ホスト的に気配りのできる人だなあということを感じま

した。また、本日は本当に熱弁で、すばらしいと改めて思いました。

　では、私のほうからちょっと質問させていただいてよろしいでしょ

うか。まず、山口さんに。赤ちゃんにとっての顔ということで、非常に

おもしろかったのですが、赤ちゃんにとってお母さんの顔とお父さ

んの顔には何か違いがあるのでしょうか。

　赤ちゃんから見ると、誰の顔もほとんどお母さんと一緒で、お父さ

んの居場所がないような感じがするのだけれども。お父さんは、赤ち

ゃんに対してどういう顔をしていたらいいのでしょうか。ニコッとや

さしいパパのほうがいいのか、厳しい役割分担があるのか。その

（
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ようなことで、何かわかっていることはあるのかな？

　山口　お母さんやお父さんの顔の区別からお話いたします。赤ち

ゃんは、お母さんの顔がいつからわかるのでしょうか。お母さんの

顔は髪の毛が長いからわかるのでしょうか。たとえば、生後２～４日

の赤ちゃんでも、似たような女の人よりもお母さんの顔のほうを好

んで見るという研究結果があります。赤ちゃんが最初に見るのは

お母さんの顔なので、お母さんの顔が一番好きなのかなあという

ところです。

　一般的に赤ちゃんを育てるのはお母さんですが、イギリスでお父

さんが育てている赤ちゃんの研究がされています。赤ちゃんは、一

番面倒を見てくれているお母さんの顔とか女性の顔のほうが好き

で、最初に区別しますけれど、お父さんに育てられている子供は、

お父さんの顔や男の人の顔を区別します。生物学的には、女性の顔

というよりも、赤ちゃんにとっては“よく見る顔”が大事なのですね。

育て親がお父さんだったら、お父さんの顔を好んで見るというふう

にいわれています。“氏より育ち”というか、経験がすごく重要なので

はないかと思います。

　原島　今度は茂木くんに聞きたいのだけれども。「鏡に映ってい

る顔は、必ずしも他人が見ている顔ではないよ。気をつけなさい」み

たいな話がありましたね。私は最近、他人がどう見ているかは、まっ

たく考えないようにしようと思っています（笑）。そのほうが楽しい

のではないかと。他人がどう見ているかを考えると、だんだん暗く

なってしまう。

　講演していると、自分の顔だけが見えません。こういう中で自分の

顔だけが見えないということは、神様の贈り物だと思うわけです。

見えないということは、勝手に想像する権利が与えられている。い

い方向に想像する権利が与えられている。そして、その権利を行使

することによって気持ちよくなる。気持ちよくなれば、それがいい顔

になっていくだろう、そういう考え方です。

　私の中では、自分の髪の毛はボサボサなのですよ。ところが現実

に後ろからカメラで撮られて、「これ、あなたですよ」と言われること

は嫌なのです。そういう、自分の中の一種の自己暗示がけっこう重

要なのではないのかなと思っているのだけれど、どうでしょう？

　茂木　私も似たような話ですが、５年くらい前、街を歩いていたら

見知らぬおじさんから「あんた、椎名誠に似ているね」と、いきなり

言われたのですよ。そのあとで、「ちょっとあんたは肥えとるけどね」

と。原島先生のおっしゃることの意味が、よくわかります。私が興味
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を持っている問題って、実はそれなのですよ。

　これは、まじめな研究の対象になると思うのですけれど、いわゆ

る女性でも男性でも、格好がいいと言われる人たちというのは、相

手から認められているわけで、それは表情に出ますよね。

　この前ある番組で坂口憲二さんと初めて一緒になったのですが、

彼は別の生き物ですね。体の大きさといい、ガタイの良さといい、顔

の整い方といい。坂口憲二さんは、坂口憲二であることに疑いを持

っていないわけです。自分で価値があることに。私みたいなのとは

違うのですよね。

　どういうものが社会的に格好がいいと見なされるかということは、

文化によって変わるはずです。社会的な相互作用の結果として、ある

男の人や女の人が、自分が格好いいとか魅力的だということについ

て、何の疑いも抱かないような表情をするに至る。そうじゃない人は、

なぜそうじゃないのかということに、実は興味があります。

　原島先生が今おっしゃったことは、自分がキムタクじゃなくても、

キムタクのような表情をすることは可能であるということですよね。

　原島　そうです。そのうち、自分の中では自分はキムタクになって

いくという（笑）。

　茂木　それはメカニズムを含めても、解明済みなのでしょうか？

　原島　私の中では解明済みなので

すが、科学的にはどうなのだろう。

　茂木　できれば原島先生に被験者

になっていただいて、研究させていた

だきたいと思います。

　頼近　では、参加者の皆さまからい

ただいた質問に、具体的にお答えいだ

いてよろしいでしょうか。

　『ミラーニューロン仮説は定説になっていますか？ほかの方にお

話しをする際に、引用しても差し支えありませんか？たとえば、「笑

顔になりなさい。相手もつられて笑顔になります。これは、科学的に

正しいことなのですから」というふうにお話ししてもよろしいでしょう

か？』というご質問をいただいております。60代の男性の方です。

　山口　ご専門の方からだと思うのですが……。そうですね、私の

お話からしますと、大切なのは共感でしょうか。笑顔になれば、相手

もつられて笑顔になります。結局、２人の間に共感が生まれるという

ことです。

　私自身はあまりミラーニューロンについては考えていなかったの
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ですけれど、赤ちゃんの話を紹介します。たとえば、生まれてすぐの

赤ちゃんでも模倣をします。模倣というのは、いわゆる私たちが真似

をするのとは全然違うのです。生まれてすぐの赤ちゃんの目の前に、

ベロベロベロベロと20～30秒間ぐらい舌を出していると、赤ちゃん

も舌を出すようになります。

　また、口を開けたり、さまざまな動作を長い時間すると、生まれた

ばかりの赤ちゃんでも真似をします。似たような動作をしていると

いう行動が見られるわけです。その正否については、議論されてい

るところなのですが、そういう行動が見られると言われています。

　ところが生まれてすぐの赤ちゃんの脳は、大人のようになっては

いません。意識があるわけでもなく、単純な反射だけで生きている

世界なのです。それにも関わらず、真似をしてしまうというところが

重要なポイントです。ミラーニューロンに関わっているとかではない

にしても、小さい赤ちゃんも反射の段階で真似をするというところ

が、私たちが人として生きていく中で重要なことなのだと思います。

　茂木　昨日、私の共同研究者と議論していた時に、まさにその話

になったのですけれども。定説という言葉をお使いになったのでし

たっけ？質問された方は。

　頼近　“定説”です。

　茂木　我々、科学をやっている人間として、ぜひこのことをお伝え

したいということがありまして。「科学的な真理というのは、100％絶

対に、今後もゆるぎない」ということではないのです。 

　たとえば、かつてはDNAというのが遺伝情報になって、簡単にい

うと「RNAというのがタンパク質を作って、タンパク質が酵素反応

をする」という考えだったのですけれど、そのうちRNAの中でも酵素

反応を起こすものが出てきたのです。それがリボザイムというので

すけれど。で、トーマス・チェックという人がノーベル賞をもらったの

です。ミラーニューロンも、そもそもどういうものかについては、本当

はわかっていません。

　昨日、「コンサバな人の中には、ミラーニューロンなんてないよと言

っている人もいる」という話をしていたのです。ミラーニューロンっ

て、たしかにあります。自分が笑ったら、他人の中にも同じような活

動が生まれることも事実です。だから、自分が微笑んだら相手も微

笑んでくれるということも、ある程度はいえるのです。そういう意味

では“定説”と言っていいと思うのです。

　ただ科学というのは、そこで思考を停止することに意味があるの

ではない。これが、私がメディアの中で闘っていることなのですよ。

NHKの番組などに出ているのも、そこで闘おうと思ってやっている
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わけです。TV番組では、一般的にわかりやすいストーリーを求めたが

るのです。思考を停止したいと思っている。それはおかしいわけで

すよ。そうじゃなくて、「本当はどうなっているのか、わかんないよね」

ということも含めて考えるのが、科学のおもしろいところなのです。

　こういうご質問される方は、非常にいいポイントをつかんでいらっ

しゃると思うので、専門家がどう言うかなんてことは関係なく、ご自身

で考えられたらいいと思いますね。科学というのは、自分で考えるこ

とから始まるものなので。このご質問された方は、すばらしいセンスを

されていると思うので、ご自身で考えてみたらいかがでしょうか。

　頼近　原島先生のお話の中に、「見る人と見られる人との間のコミ

ュニケーション、それが表情、顔に出てくる」という説がありましたよね。

そこに関しましてご質問が来ています。『一目惚れというのは、どんな

ものなのでしょう？』というご質問で、30代の女性の方からです。コ

ミュニケーション論でお返事いただきましょうか。それとも科学論で

お返事いただきましょうか？

　原島　コミュニケーション論でも科学論でもなくて、原島経験論で

申し上げますと（笑）、一目惚れってあります。私も何回も一目惚れをし

ています。これは、まさに顔の本質を表わしているわけです。

　人は生きていくためには、瞬時にして相手の情報を得なければい

けないわけですよ。顔に関して論理的に考えて、１時間くらい分析し

てから、結論として「この人には惚れていい」と判断するという話で

はないのです。それでは遅いのです。その時には相手はいなくなっ

ています。顔に対する判断のスピードというのは、もともと本能的に

備わっていて、ものすごく速いはずです。

　その意味では、一目惚れというのは基本なのだけれども、問題は、

一目惚れは間違えることもあるわけです。間違えた時にどうするか。

もしかしたら、一目惚れにも賞味期限があって、仮に１年間として、そ

の１年間のうちに結婚しちゃったらその後大変なわけです。ところ

がうまくできていて、顔は見慣れることによって美しくなるという、見

慣れ効果が別途用意されているのですね。

　最初にうおーっと良くなるものと、じわりじわり良くなってくるもの

がちゃんと用意されているので、「あの夫婦は、美男美女というふう

には見えないけれども、どうもお互いはそう思っているらしい」という

ことになる。そういう見慣れ効果というものがあるから、人間うまくい

っている。

　ほかの人から見ると「どうしてあんなの好きなの？」でも、「いやあ、
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私から見れば美しいです」ということがあると思うのです。それがセ

ットになって、うまくいっているのかなあと。一目惚れも、人類が生存

していくために重要だし、その後は後悔だけという人生もつまらな

いですから、後悔しないような仕組みもできているのです。

　頼近　「では、そこに到達する前に女性はどうすればいいのか？」

という意味で、「どの先生からでも結構です」というふうに質問が来

ているのですが。女性の方からです。

　『人はなぜ、美人に惹かれるのでしょうか？　美しい顔の女性の何

が魅力で惹きつけることができるのでしょう。たとえば座る側だと

か、見せる片側だとか』。まずは女性の側からお願いします。

　山口　女性の評価は、男性側と女性側ではどちらが厳しいかと

いうと、女性ですね。そして女性は女性側の目を気にしますね。男

性のほうは、ちょっと違う目で見ているかなあとは思うのです。

　女性から見て「美しいなあ」という人は、どちらかというと、立ち居

振る舞いとか表情ですよね。誰にでも持って生まれた骨格やら何

やらの悩みがあるわけですが、「あの人は、マイナスの部分もプラス

の部分も全部良く知っていて、すごく魅力的だな」というところが、

女性から見ると「美しいなあ」と思うのです。男性からはどうなので

しょうか。その違いをぜひ教えてください。

　頼近　では、経験談を茂木先生からお願いします。

　茂木　あえてちょっと難しくするような話をすると、私は心の美し

さというのはあると思っているのですけれど、それが顔の美しさに

邪魔されて、かえって見えないことがあると思うし、その逆もあると

思うのですよ。すごくユニークな顔だから、心の美しさが邪魔され

て見えないという。

　昔、私が予備校でバイトしていた時に、予備校の校長が時々おご

ってくれる全然流行っていない寿司屋があって、そこのおばさん

がどう見ても美人じゃないというか、すごくユニークな顔をしてい

るわけです。牛乳瓶の底みたいな黒縁の眼鏡をかけて、髪の毛も

ひっつめで。そのおばさんは、寿司屋が流行っていないことを全然

気にしてないのですよ。

　ある時、自分１人で昼に寿司を食べに行ったところ、客がひとりも

いない。奥の座敷では、牛乳瓶の底のおばさんが、昼間からジグ

ソーパズルをやっているのです。営業時間なのに。それで、私が入

ってくるのを見て、顔を上げて「ニカーッ」と笑ったのですよね。その

時、私はそのおばさんを愛してしまった。

　だって流行ってないのですよ。普通、心配になるでしょう。おやじ

だって寿司職人としてうまくないし、ネタはひからびてるし、自分は
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ああいう顔だし。でもその純真な顔っていうのかなあ、そういうこと

を全然気にしていない。ああ、さっきの原島先生の話って、そういう

意味だったのですね。そこで拗ねて、「私なんか、こんな顔だし」と

か、「うちの寿司屋は儲かっていないし」とか、そういうのだったら心

の美しさは出ないのではないでしょうか。

　ただね。客観的に見ていると、たいていの男の人は、見た目の良さ

にだまされちゃう。それは、脳の30％が視覚情報関連の部位なの

で、圧倒的なのです。

　原島先生がおっしゃったように、顔は唯一、裸になっている部分

だから、やっぱり相手のキャラクター・パーセプションというのか、あ

る人の同一性を認識する脳の部位の中で顔の情報を持っている

位置があまりにも大きいから、どうしてもそこに我々は目を向けて

しまいます。

　でも本当は、山口さんもおっしゃった立ち居振る舞いの美しさと

か、顔が邪魔して見えないような心の美しさというものは、あるよう

な気がします。原島経験論でおっしゃると、何ですか？

　原島　原島経験論で言うとね。60年の経験しかないのですけれ

ども。やっぱり私の基本的な立場では、「顔というのは、見る人と見

られる人の関係の中にある。相手との関係で、魅力も変わってくる」

ということですよね。

　よく講演でも言いますが、「美人には、３秒美人から30年美人まで

ある」と。３秒というのは、要するに瞬間的な関係ですよね。30年と

いうのは、30年つき合った関係です。街ですれ違った時に、「おっ、

美人」という、その３秒での美人というのは、私はあると思うのですよ。

　３分美人というのは、受付嬢のような人。作られた笑いかもしれな

いけれど、その魅力で「いらっしゃいませ」と。でも自分と相手との

距離という意味では、カウンターという、絶対にこちらから乗り越え

てはいけないバリアが築かれているわけですよね。

　30分ぐらいになると、その人の自然な表情というのがわかってくる。

作られた表情ではなしに、その魅力みたいなものが見えてきます。３

日間くらいになると、その人の人生観、価値観というものの魅力が関

係してきます。

　30年というと、「30年、いろいろ浮気をしたかもしれないけれども、

お前がやっぱり一番だね」と。そういう関係があると思うのですよね。

どれがいいというわけじゃないのです。世の中にいる人全員と、30

年つき合うわけじゃないのだから、30年美人は限られた人でいい

わけですよ。街に出て３秒美人ばっかりいると、もう楽しくてしょうが
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ないわけですけどね（笑）。

　ただ、注意しなくちゃいけないのは、世の中で美人といわれてい

る人は、マスコミ、メディアが決めていますから。その距離が離れて

いる時に魅力的な人をもてはやしているのですよ。レースクイーン

は、双眼鏡で見るものなのです。ここに立っていたら、ちょっと困る

のです。世の中では、テレビや映画、そういう場所で魅力的な人を美

人と言っているわけです。

　世の中的には３分美人を美人と定義しているので、その３分美人

と３日つき合ったら飽きるかもしれない。美人は３日で飽きるという

のは、３日分の魅力を持っていないから。３分の魅力しか持っていな

いからということです。世の中でいわれている美人は、自分で決め

るものじゃなくて他人が決めるもの、社会が決めるものです。それ

にあんまり惑わされないほうがいい。男から女だけではなしに、女

から男もまったく同じです。美人とは何かという自分なりの定義と

いうものを持ってもらいたいなあと思います。

　頼近　そうですね。今うかがいながら、「なんで、女ばっかり言わ

れるのかなあ」とずっと思っていましたけれど、最後のほうで「男女、

どちらも問わず」というところをうかがって。そうですよね、男の方も

同じですね。

　原島　「ビジン」って言わないで、「ビヒト」って言ってもいいのでは

ないかと思っています。「ビジン」っていう言い方は、なんとなく女性

っぽい。同じ字を書いて、「ビヒト」って言うのだったら、女性から見

た男性も同じですよね。

　頼近　次の質問にまいります。30代の女性の方です。

　雰囲気が変わったとか、明るいオーラが出ているとか、女らしくなっ

たねと最近よく言われます。それはやはり、内面がそのように変わっ

たということでしょうか？内面がそのように変わったということが、

表情にストレートに出てくるものなのでしょうか？』。茂木先生と原島

先生へのご指名がありました。

　茂木　私は、ひょっとしたらそうかなあと思っているのは、美人、美

男子というかね、魅力的な顔って、自分の表情が相手によく伝わる

ような顔なのかなあと思ったりもするんですよ。

　平均顔が魅力的というのは、そういう意味かなあと思って。あまり

にも個性的な人だと、表情がなかなか読み取りにくいというか。相手

にそういうことが伝わるというのは、きっと何かバランスがいいので

はないですかね。

　養老さんが一度言ったことがあるのですが、「茂木くん、平均顔

『
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が美女だと言うよね。じゃあ、世の中には平均的な人が一番多いは

ずだよねえ。じゃあなんで、世の中、美人が少ないのだろう」と。これ

は、世に名高い養老パラドックスなのですが。

　身長とか体重みたいな１つのパラメータだと、平均値が一番多い

のですが、顔のパラメータって非常にいろいろあって、それが全部

まんべんなく平均値というのは難しい。だから、惜しい人っていっぱ

いいると思うのです。10のうち８まではそろっているけれど、あと２つ

足りない。ああ惜しいなあと。だから、いわゆる美人というのは少な

いということになると思うのです。

　この質問をされた方は、恋をしたりして内面的にいろいろ変わっ

たとか、そういうこともあるのだろうけど、バランスがとれているので

はないですかね、今。たとえば自分がハッピーでも、それが過剰に出

る人は、かえって相手に伝わらないですから。さりげなく伝わってい

るということは、非常にバランスがいいのではないかなと思います。

　原島　私は、それにプラスアルファあると思うのですよ。さっきから

考えているのですが、人のオーラっていうのは一体何だろうと。場合

によっては、男性が女性に感じるフェロモンというのは一体何だろう

とかね。なかなか説明できないけれども、ある人にはあるのですよ

ね。平均顔の話が出たけれども、私は平均顔をたくさん作っていま

すが、正直言って平均顔にオーラは感じないのですよ。

　１つには、平均顔には名前がなくなっているということ。人という

のは、名前がないと人ではないのではないかと。ちょっと変な言い

方ですけどね。名前があるというのは、その人だけのものが何かあ

る。それが魅力になる。

　平均顔はたしかに魅力的だし、特に心理学の分野ではいろいろ 

な理由があります。しかし魅力のレベルでいうと、平均顔というの

はまだまだレベル１ぐらい。それが、個人的にはおもしろいなあと思

うのです。

　オーラというのは、「去年まではあったけど、今年はなくなったね」

とか、ありますよね。茂木くんは、今やたらにオーラが出ている。すご

いですよ。

　茂木　江原さんですか？　びっくりしましたよ。

　原島　オーラって、なんだと思う？　いやあ、江原さんと対談したっ

ていうのを知っているので。

　茂木　ちょっと側面的な解説をしていくと、東大の先生といっても

いろいろな先生がいるのですよ。本当にできる人っていうのは、原島

先生みたいな話し方をするのです。中途半端にできる人はガチガチ

で、「東大教授！」みたいな感じでね。



49

　たとえば原島先生が「オーラってなんだと思う？」って言った時に

は、オーラっていうものが本当にあって、ここらへんを飛んでいると

か、そういう意味で言っているのではなくて、もうちょっと違う意味で

言っているとわかるのですが、世間的にはよく誤解されるのです。

　江原さんと対談をしたのですが、その時にも早稲田の教授が噛

みついてくるんですよ。でも我々は、数字的なことは押さえているの

ですから、放っておいてほしいわけですよ。それを踏まえたうえでオ

ーラの話をしているわけで。

　で、なんなのですかね？　私は、進化的に説明しようとすると、おそ

らく人類が、たとえば移動したり、狩りをしたり、なにかをする時に、

 この人の後ろをついていくと、何かいいことがある」という、自然な

リーダーみたいなものがあって、その人に、オーラというものにあたる

何か特別な認知的ラベルを与えたということが、進化の過程であっ

たのじゃないかなと思うんですけど。

　原島　オーラって、反対語を考えるとわかりやすいのではないで

しょうか。貧乏神が取り憑いている人。こういう人っていますよね。

　茂木くんが今、ヒントになることをおっしゃったような気がするの

だけど。その人のそばに行くと、なんとなくツキが自分のほうに回っ

てきそうな人。自分も元気になる、元気を与えてくれる人。それはや

っぱりオーラだと思うのですね。逆に、貧乏神が取り憑いている人

に近づくと、貧乏神が自分に乗り移ってきたらどうしようと。暗い人

につき合っていると、こちらも暗くなるのです。うつるのですよ、そう

いうのはね。

　「これは自分に欲しいなあ」「自分にうつしてもらいたいなあ」とい

うものを持っている人が、やっぱり１つのオーラなのかなというふう

に思いますね。

　山口　ちょうど今、原島先生が貧乏神の話を話されていた時の嫌

そうな顔のようすを拝見していたのですが、貧乏神の話をすると、表

情がそうなってきますね。おそらく貧乏神みたいな人というのは、た

ぶん何度も何度も同じうつむきかげんな表情をしていて、姿勢も何 

もかもがそうなってしまう。いつも「どうしよう、どうしよう」という感じ

の人と話をしていると、なんとなく自分も同じような姿勢が伝染して

しまう。

　逆にポジティブなことばかり考えると、わりと外を向いていて、外

向きの上を向いた姿勢をしている。そういう人と話していると、自分

も同じような姿勢で話すことができてすごく気分がいい。そういうと

ころもあるのかもしれないかなと、原島先生が話しておられる姿勢

から思いました。

「 
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　頼近　今のお話は、この方の答えにもなっているのかなという気

がするのですけれど。『鏡を見ること以外で、自分がどのような表情

しているのかを知る方法はないでしょうか。できればいつも楽しく、

よい表情をしていたいと思っているのですが』という質問です。

　明るくて、“こんな顔になりたい”と思っている人の顔をずっと見て

いるというのが、１つの方法でしょうか？

　原島　でもね、明るい顔ばっかり見ているというのも、難しくてね

 笑）。以前こういう経験をしたんです。電車の中で、本当にいい笑顔

でにこにこ笑って話している方がいてね。「いい笑顔だなあ、どうい

う人と話しているのだろう」と思って見たら、前に誰もいなかった。こ

れは怖かったです。

　笑顔というのは、単独であるものではなくて、環境の中にあると思

います。相手がいれば、いい笑顔なのだけれども、相手がいないとそ

れは逆になるのですよね。自分がいい表情をしているかどうかという

のは、しつこいようだけれども、相手の顔が鏡なのかなあというふう

にも思いますよね。

　頼近　それでは次の質問に。最初にくださった質問なのですけれ

ど、山口先生におうかがいしたいということで。『大人にはなくて赤

ちゃんにある、顔の認識能力というものはあるのでしょうか？』と。つま

り、赤ちゃんの時は持っているけれど、大きくなったらなくなってしま

う能力はあるのでしょうか。

　山口　たいていの能力は、成長するにつれてだんだんと獲得し

ていくことが多いですね。私たち大人の顔認識は何がスペシャルか

というと、たくさんの顔を覚えることができることです。どれくらいの

数を覚えているかというと、100～200ぐらいは覚えていると思います。

　ただ私たち日本人からすると、白人の顔とか黒人の顔は覚えにく

いと思います。ハリウッド映画を見て、ゴージャスな女優さんだった

ら覚えられますが、脇役がイメージチェンジしたら、誰だかわからな

くなってしまうとか。けっこうあると思うのですね。

　私たち大人はたくさんの顔を覚えていますが、覚えられない顔も

あります。けれども赤ちゃんは、平等に覚えることができます。たとえ

ばこれはイギリスの研究なのですけれど、赤ちゃんに、人とは全然

違う、猿の顔を見せて、記憶できるかということを実験しました。

　すると、大人よりも猿の顔が区別できるのですね。どういうことか

というと、言葉を聞く能力と同じだと思ってもらえればわかりやすい

と思います。私たちは、日本語はすごく聞き取りが上手なのに、英語

はダメです。たとえばRとLの発音とかがわからない。しかし小さい

（
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赤ちゃんは、聞き取ることができます。

　顔でも言葉でも、平等なのですね、赤ちゃんは。国という境界もな

く、場合によっては人という境界もなく、顔を見ることができる、言葉

を聞くことができるというところが、ちょっと違うところだと思います。

　頼近　『茂木先生、クオリアを一言で簡単に言うと、何なのです

か？』という質問が来ておりますが。

　茂木　講演中に言ったように、普通には、部屋の灯り、色の質感

とか、水の冷たさとか、そういうふうに言うしかないのですけれど。

こういう質問をされる方は、全く別の意味で聞かれている場合も

あるし、32歳前の私の状態である可能性もあると思うのです。

　私は32歳の時、家に帰る途中で電車に乗っていて、突然自分の

聞いているガタンゴトンという音が質感として聞こえているという事

実に驚愕しました。それまでは、物理主義者というか、世の中のこ

とは全部数式に書けると思っていたのです。今でもある意味では思

っているのですけれど、それでは表せない、心の属性があるという

ことに気づいて衝撃を受けたのですね。

　本当にその衝撃は、今までの人生で最大の衝撃で、その掛け値な

しの難問に比べたら、普通の科学的な問題なんて何の意味もない

ぐらい小さなことだということがわかったのですよ。

　でも調べてみたら、そんなことは私の独創ではなくて、古来のい

ろいろな人が言っているのです。ホワイトヘッドも言っていたし、カン

トなんかもある意味ではそれに類したことを言っているし。それこ

そバークレー司教とか、いろいろな人が言っています。

　何が言いたいのかというと、クオリアの問題というのは、ある気づ

きをした人にとっては当たり前のことで、「クオリアって何ですか？

一言で言ってください」というご質問の意味がわからない。というか、

それがわかってもあまりにも明らかなことだから、それが科学的に

はどういうふうに説明できるのかっていうと、いまだにこれはわから

ないのです。

　今、本当に頭のいい人が、世界中で解こうとしているのだけれど、

解けないでいる。ですから、この質問は、ある意味では非常に厳し

い質問であり、ある意味ではその方とゆっくりお話ししてみたくなる

ような質問なのですよ。その方が、何を実際に感じてらして、どうい

う意味でそれを言っているのかということをお聞きしないと、ちゃん

と答えることが難しい。

　頼近　実は、10代の方からいただいた質問なのです。この中に10

代の方がいらっしゃるのですね。
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　茂木　10代の方だと、かえって純粋に感じていることがあるかも

しれません。私の場合は、近代科学の洗礼を受けて、西洋合理的な

思考を身につけたうえでクオリアに回帰したから衝撃だったのです

けれど、ひょっとしたら10代の方だと、そんなの当たり前で何が問題

なのかということがなかなかわかりにくいかもしれません。

　ただ、なぜそれが問題なのかというと、ニュートン以来、物質の発

展をすべて数式で因果的に記述するという科学の流れの中で、そ

れを全部どけようと思っていて。今、素粒子理論とか、超ひも理論

で、万物の理論といわれるのは、その路線上なのですけれど。それ

とはまったく違った類いの問題があるということがわかった瞬間

に衝撃を受けるのです、みんな。

　でも10代ぐらいだと、因果的な物理的宇宙観というのを経由して

いないかもしれないので、かえってクオリアということを説明するの

が難しくなるかもしれないですね。

　頼近　ということです。10代の方の、人生が変わるかもしれませ

んからねえ。

　茂木　でも、すごいやつだねえ。どこに座っているかわかんない

けど、君はすごい、えらい。

　頼近　次の質問よろしいでしょうか。『人は、自分と顔の似ている

人を好きになることが多いといわれています。または、夫婦の顔はだ

んだん似てくるともいわれています。このことは、今日のお話と関係

があるのでしょうか』。

　自分の子供を育ててみて、私、思いますよ。自分の息子が赤ちゃん

の時、自分に似ているところがあったりすると、本当にかわいくてし

ょうがなかったです。だから、自分の顔に似ている存在というのは、

愛しい、好きになる。わかるような気がしますけれど。山口先生、い

かがでしょうか。

　山口　そうですね。長い時間を重ねていると、互いに自分を投影

しているというか。相手の中に自分を見ているかなというところが

あるかもしれないですね。

　赤ちゃんが生まれると、「あ、ここお母さんに似ているね、ここはお

父さんだね」。そういうのを特定していって長い時間を経ると、赤ち

ゃんと自分との関係に絆というものが出てくるかもしれないですね。

　同じ経験をたくさん積んで、おもしろかったこと、楽しかったこと、

同じ時間を過ごすことによって同じ表情になっていく。顔というの

は、もともとの造りが似ているというところもあるかもしれないです

が、表情ですね。表情の出し方がすごく似ていて、「こういうところ
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で笑ったよね」「こういうことが多かったよね」という表情の積み重

ねで似ていくことがあるのかもしれません。

　これとはまた別に、「なんとなく自分に似ている人が好き」という

のは、自分がいつも見慣れているものを好んでいくという性質と関

係があると思います。たとえば一目惚れですと、「なんとなく自分に

似ているから、親近感があって好きかな」というところが、第一印象

としてあるかもしれないですね。

　頼近　お時間のほうがギリギリになってきましたけれども。原島

先生にご質問ということで。40代の方から。

 最近、美容整形のテレビが流行しているけれども、整形によって

その人の心が本当に澄みやかになることがあるのでしょうか』とい

うご質問です。

　原島　顔学会の中で、美容整形をどう扱うかというのは、非常に

難しい問題です。正直いって、美容整形は日本では必ずしもコンセ

ンサスが得られているものではありません。テレビなどではどんどん

やってもてはやしているけれども、警戒心を持っている人もたくさん

いますよね。困ったことだと思っている人もいます。

　私はある時、顔学会で、美容整形の先生方に申し上げたことがあ

ります。「美容整形というのは、来られる患者さんにとって、本当にプ

ラスになるのかマイナスになるのか。やっぱり両方あるでしょう」と。

　あるところが気になっていて、それが気になっているがために外

に出られないとか、一歩前に踏み出せないとかいう場合に、それを

変えることによって一歩前に踏み出せるようになる。そういう人もい

ると思います。一方で、１カ所治すと別のところも治したくなって、ど

んどんどんどん深みにはまってしまう人もいる。これでは美容整形

が、その人にとってマイナスになりますよね。人によって違うと思うの

ですよ。

　だとすると、「ぜひ精神科の先生とタイアップしてください」と。「一

緒にやってください」と。最初にちゃんとカウンセリングして、少なく

とも半数の人は、「あなたには美容整形は向いていませんよ」と言っ

て帰す。そういう病院だったらプラスでしょうということを言ってい

るのです。それをしっかりやっていれば、「これは重要だね」と、社会

からも思われるのではないか。

　本当はどうか知らないけれど、女性の弱みにつけこんで儲けて

いるのではないかというイメージがあるじゃないですか。そうでは

ないことをきちんと示すことが、さらに発展するためにも重要なこ

とではないかと思うのですね。

『
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　それと関連して、顔というのは我々にとって重要なことなのだけ

れども、それにとらわれない、自分の顔も含めてうまく「顔で遊ぶ」と

いうのかな。場合によってはそれを利用するとか、そういうことが

あってもいいのではないかと思います。あまりにも顔重視で、顔を絶

対視しすぎているのではないかと思います。

　顔なんてそんなに絶対視すべきものではなくて、むしろ相対的に

 軽く顔で遊ぶ」「昨日の顔と今日の顔、違ったっていいじゃないか」

とか、何かそういう気軽さがあると、逆に顔を大切にできるのでは

ないでしょうか。顔にとらわれていると、かえって顔を変なものにし

てしまうのではないかというふうに、思っています。

　頼近　では最後に、「心を映す顔」または「顔」そのものについて

のコメントを、先生方から一言ずついただきたいと思います。山口先

生お願いします。

　山口　本日は、お二方の先生からお話を聞かせていただいて、あ

らためて顔というものの大切さがわかってきました。私は、大学院

生の頃から長い年月、顔の研究を心理学の立場からやってきたの

ですけれど、まだまだ研究として解かれていないものとか、特に「人

と人との関係の中にある顔は、どうやって研究していったらいいの

か」など、新たな題材がたくさん生まれてきました。

　そういう意味で、顔学会という学会があるのだと思います。非常

に発展性のあるおもしろい分野であるなあと、あらためて気づかせ

ていただきました。本日は、ありがとうございました。

　頼近　ありがとうございました。では、茂木先生お願いします。

　茂木　さきほど原島先生が、「平均顔について話し始めたら１時

間話せる」とおっしゃいましたが、私も、顔の魅力、たとえば顔の表

情からどういうことを読み取るかとかいうことを１つだけとっても、

それこそ１時間でも３時間でも５時間でもしゃべれます。たとえば

 小津安二郎の映画における、笠智衆のおだやかな笑顔の背後に

隠れている万感な思い」みたいな話

をしたら、大変なことになります。

　本日、原島先生が言われた中で、「顔

というのは大切なものであるにも関わ

らず、科学の対象にすることはタブー

とされてきた」ということが、すごく大事

なポイントだったと思います。タブーに

されてきた理由も、わかる気がします。

「

「
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　山口さんが言われた「我々からちょっと遠い、たとえばアフリカの

方とか白人の方の顔は全部同じに見える」は、逆もあるのですよね。

 向こうから見ると、日本人の顔は全部同じに見える」。ここに含ま

れている倫理問題についても、いくらでも考えることはあると思い

ます。

　顔の科学はこれからもますます発展していくだろうと思いますし、

私も脳科学をやる立場から、重大な関心を持って皆さんといろいろ

議論させていただくのを楽しみにしています。

　頼近　ありがとうございました。では最後に原島先生。顔が持っ

ている特別な意味について、そして、今回で「顔と文化」３回シリー

ズが最終回になります。まとめ的に一言お願いいたします。

　原島　顔が持っている重要さ、特別な意味というのは、茂木くん

に全部話していただいたような感じがします。顔学会というと、「人

相学の学会ですか？」という質問がよく来ます。普通の人にとっての

第一印象はたぶんそうだと思うのですが、そうではないということ、

やたらに深いものだということが、本日おわかりいただけたのでは

ないかと思います。

　「顔は、体のほんの小さな一部、体の一器官だけを扱っているよう

に見えるけれども、まさにこれは人間全体の科学である」。さらに言

うと、「人間関係の科学でもある」。それから、社会の差別とも結び

つくというような意味で、「社会全体が関係している科学である」。

そういう意味では、非常に重要な学問だと思います。

　今までは、非常に危険だったんです。危険だから、専門家の人は

避けてきたけれど、それを専門家が避けたら社会には俗説ばかりま

かり通ってしまって、それがさらに差別を生むということになってし

まいます。危険であったとしても、きちんとやらなければいけない。

それが、日本顔学会の役割だというふうに思っています。

　私は顔学会会長という立場にありますので、最後に学会の宣伝

をさせてください。日本顔学会は95年にできまして、会員数は現在

約80 0人です。会員にはいろいろな分野の人がいます。また、誰でも

入れます。一般に学会というと、学者でなければ入れないとお思

いになるかもしれないけれど、日本顔学会は、どこまでを学者、どこ

までを学者でないと分けることがなかなか難しいので、学者でなく

ても入れます。

　でも１つだけ。趣味の会ではないということが重要なのです。会

費は年間5 0 0 0円ですが、「50 0 0円払ったら、どういうサービスが

「
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得られますか？どういうメリットがありますか？」という人は、顔学会

の会員たる資格はありません。「顔学の発展のために自分もお手伝

いさせてください。その登録料が年間50 0 0円である」とお考えの

方だったら、ウェルカムです。

　実際、70代後半のおばあちゃんも会員の中におられます。その方

は、すべての会合に出てこられて、「顔学の実験に、70代後半のお

ばあちゃんが実験材料として必要なこともあるでしょう。赤ちゃん

と同時に、高齢者の実験も必要でしょう。その時には私を実験台

にしてください。顔学のためになんでもします」と宣言をされた。そ

れだけでその方は、顔学会の会員たる資格ありということです。

　そういうことで、これから一緒に顔学をやりたいという方はぜひ、

顔学会に入っていただきたいと思っております。茂木くんの獲得も、

本日成功いたしました。学会の入会方法は顔学会のホームページ

を見ていただければと思います。

　３回続きました花王シンポジウム、もともとは顔学会のシンポジウ

ムを毎年やっていたのですが、非常に財政的に厳しくなったことが

ございまして、どうしようかと思っていたところ、花王芸術・科学財団

のほうからぜひ一緒にというお話があって、開催することができま

した。本当にありがとうございました。我 と々しても、これを１つの

ステップとして、しっかりしていかなければいけないと思っておりま

す。本当に財団の方、ありがとうございます。

　それから、これだけ大勢に集まっていただけるというのはうれし

いことです。本当にありがとうございました。これを締めの言葉と

したいと思います。

　頼近　先生、ありがとうございました。また、シンポジウムにご参

加いただきました大勢の皆さま方、ありがとうございました。これに

て、この３回シリーズをお開きとさせていただきます。本日は長時間、

ありがとうございました。


